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土地と人の力で育った、富山プロダクツ



02

01

C O V E R

C O N T E N T S

グラフィックデザイナー

※敬称略

Moe Kakimoto柿本 萌

表紙コンセプト／

人は好きなものや今までの経験で構成されて

いて、そこから発するようにデザインをしている

と思います。

いろいろなことに興味を持ち、自分を深く掘る

ことを大切にしていきたいです。

グラフィックデザイナー

1993年大阪生まれ

2017年ストライド入社、2022年独立

世界ポスタートリエンナーレトヤマ 入選 （2018、2021）、

Graphic Design in Japan 入選（2019、2020、2021）、

TOYAMA ADC 2021グランプリ　など

特集

富山のデザインに関するトピックス50

とやまのお土産新ブランド「美のこわけ」創出事業

美のこわけ

クリエイティブデザインハブ 未来研究会

アフターコロナの観光サービス
ゲスト：幅 允孝

とやまD’DAYS2021
会うことで生まれるデザイン

ゲスト：太刀川 英輔／藤原 大／阿部 雅世　進行：桐山 登士樹

ナイトフォーラム

maison owl　～百年後の世界遺産を目指して
ゲスト：平田 基憲　モデレーター：桐山 登士樹

富山プロダクツ選定事業

優れた富山ブランドとして今年度18点を選定

デザインセミナー

建築・再生・環境
ゲスト：仲 俊治／川島 範久　モデレーター：桐山 登士樹

2021（令和3）年度 事業報告
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Toyama Design

TOPICS50
富山のデザインに関するトピックス50
価値観が多様化する社会の中で、地域や企業、商品の魅力を伝える手段

としてデザインは重要な役割を果たしています。

デザインをうまく活用することで、富山県を盛り上げた魅力的な商品や

イベント、プロジェクトなど、この1年間で話題となった50の取り組み

を紹介します。

特集S P E C I A L  E D I T I O N

鈴木マサルデザインのライチョウをラッピング
富山もようトレイン運行

【 富山地方鉄道 】

富山の魅力をテキスタイルデザイナー・鈴木マサル氏がデザイン化する「富山もよ

う」プロジェクト。そのひとつである「ライチョウ」をラッピングした富山地方鉄道

の車両の運行が始まりました。立山の紅葉をイメージした赤が印象的な「富山もよ

うトレイン」は2両1編成。富山地鉄本線、立山線、不二越・上滝線を走り、3年間の

運行が計画されています。運行開始式典には鈴木氏も参加、地元園児らとテープ

カットしました。

世界的に活躍する
テキスタイルデザイナー・鈴木マサルの
「富山もよう」を一堂に

【 富山県美術館 】

「鈴木マサルのデザインとみんなの富山もよう展ー暮らしに

とけこむアート&デザイン」が、富山県美術館TADギャラリーで

5月17日～6月22日の期間、開催されました。2014年、「富山

のいいもの、もようにしたら、もっと富山を好きになる」を合い

言葉として始まった「富山もよう」プロジェクト。テキスタイル

デザイナー鈴木マサル氏が五箇山の合掌づくりや、立山連峰

など、富山の豊かな自然や文化を鮮やかなもようで表現、すで

に12柄が発表されてきました。その世界観が、鈴木氏が手がけ

るインスタレーションも含めて展示されました。

写真：大木 大輔
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若鶴酒造（株）の「日本酒」、
能作の「ぐい呑」、
海の幸の「おつまみ」をセット
「富山」にこだわった詰め合わせ

【 若鶴酒造×能作 】

若鶴酒造（株）の100％県産米純米酒「辛口 玄」プラチ

ナラベルと生貯蔵酒、能作の錫（すず）100％製の「立

山のぐい呑 ー L/S」、ほたるいかなどのおつまみを詰

め合わせ。自宅に居ながら富山を感じることのできる

セットとして、ネット通販で販売を開始しました。おつ

まみは富山のお土産ブランド「幸のこわけ」の中の、「ほ

たるいか浜干し」「ほたるいか姿干しスモークチーズ」

「げんげ塩バジル」「しろえび素干し」から2種を選ぶこ

とができます。

3年に一度、
富山で出会うポスターデザインの
最先端に触れる展覧会

【 富山県美術館 】

「第13回世界ポスタートリエンナーレトヤマ2021」は、

世界から最新のポスターを公募、審査選抜する、日本で

唯一の国際公募展。1985年以来、3年に1度開催を続

けており、世界的な公募展として注目を集めています。

今回は、世界64の国と地域から過去最高・総計5,943

点もの応募がありました。7月10日～9月5日の企画展

では入選・受賞作および招待作品約400点が紹介され

ました。

女性経営者3人のアイデアから
生まれた、初心者でも簡単に作れる
小型ハンギングバスケット

【 ウェルビー 】

プラスチックメーカーのウェルビー（株）、寄せ植え教室、

建設木材加工業を営む3人の女性経営者のコラボレー

ションから生まれた「フラポット」は、たった3つの花苗

とわずかなスペースがあれば、手軽に寄せ植えを楽しむ

ことができるハンギングバスケット。高さ22cm、中央に

スリットが入ったポリプロピレン製でモスグリーン、マス

タード、カフェオレ、ターコイズの4色をラインナップ。

玄関先や塀、ベランダなどに飾ることができます。

県産紫蘇でつくった
エッセンシャルオイルが完成
富山から香り文化を発信

【 HERBAL8 】
精 油 ブレンダーであ る 、安 藤 姉 妹 が 立 ち上げ た

（株）HERBAL8。富山県から香り文化を発信すべく、香

り空間提案やイベント開催、企画、研究、商品開発など

に取り組んできた同社が、新製品を開発。その第一弾と

なるのが、栽培過程からこだわった富山県産の紫蘇（シ

ソ）を材料に用いたフレグランス「シソフレグランス

2022」、2022年3月から自社ECサイトで販売開始し

ます。

新しいデザインのマンホール蓋、
伏木・勝興寺近くの
道路に登場

【 高岡市 】
高岡市伏木の国指定重要文化財「勝興寺」の改修工事

完了に伴い、勝興寺から北前船資料館をつなぐ道路の

修景整備の一環として、新しいデザインのマンホール

蓋が登場しました。高岡市、伏木地区の観光ＰＲと、市

民に下水道を身近に感じてもらう取り組みのひとつ。

モチーフは勝興寺と大伴家持が歌に詠んだ「かたかご

（カタクリ）の花」。

期間限定ショップ
ORII BLUE POPUPを
イオンモール高岡に出店

【 モメンタムファクトリー・Orii 】
高岡銅器製造の着色専門工房である（有）モメンタム

ファクトリー・Oriiが、2021年11月20日から12月19日

までの間、イオンモール高岡に期間限定ショップ（ポッ

プアップショップ）を出店。国内外のものづくり企業と

コラボレーションしたクラフト製品や、近年取り組んで

いるファッション分野の新商品などを多彩にライン

ナップ。会期中は体験ワークショップやオリジナルセミ

オーダー品の受注会などのイベントも行われました。

富山の個性とらしさを
デザイン目線で案内する
ガイドブック

【 D&DEPARTMENT PROJECT 】
「d design travel」は、47都道府県の観光を都道府県ご

とに特集し紹介するトラベルガイドブックシリーズ。デ

ザイン目線で各地の長く続くその土地らしい個性を紹

介する個性的な編集が特徴です。2009年の創刊以来

これまでに29都道府県を発刊。富山県については

2013年のvol.１に続く2冊目。vol.2の制作は富山が初

となります。富山県のものづくり企業YKKが進める

「パッシブタウン」などの特集も見どころです。

フルーツなのかケーキなのか？
埋没林博物館の
新感覚スイーツ専門店KININAL

【 KININAL 】
キャッチフレーズは「フルーツなのかケーキなのかキニ

ナル。」。店名「KININAL」は、「木になる」と「気になる」の

２つの意味を込めたもの。木からなるフルーツを使う

こと、人の興味関心をひくようなスイーツを提供したい

という思いからつけた名前です。魚津産の桃やリンゴ、

キウイなどをまるごと使ったフルーツケーキが評判を

呼んでいます。イートインスペースでもある博物館の

オープンテラスで楽しむことができます。

廃棄される魚の皮を加工
フィッシュレザーでつくる
オンリーワンのスマホケース

【 tototo 】
魚の皮は、古来アイヌの人々が鮭皮をブーツに用いてい

たようにとても丈夫な素材です。「フィッシュレザー」は

廃棄される魚の皮を、ミモザから抽出された植物性の

タンニンでなめし加工してつくった素材。魚種によって

様々な表情を持つフィッシュレザーの中から、今回は

出世魚であるブリの皮を採用。それを染色、スマホの

ケースに加工しました。「生命の恵みを無駄にしない持

続可能なものづくり」を大切にした製品です。

TOYAMA ADC 2021 各賞発表
グランプリは柿本萌氏

「JAGDA TOYAMA GREEN vol.25」
【 Toyama Art Directors Club 2021 】
発足から26年を迎えたToyama Art Directors Club（富

山ADC）は、富山県内在住のクリエーターを対象とする

審査会「TOYAMA ADC 2021」を実施。昨年度の審査会

は中止となったため、本年度は20～21年度の2年分の

作品が対象となりました。応募総数377作品の中から4

次にわたる審査を経てグランプリに選ばれたのは柿本

萌氏の「JAGDA TOYAMA GREEN vol.25」ポスター。

準グランプリ3作品ほか12作品が各賞に選ばれました。

住居（長屋）に店舗と
シェアスペースを併設した
富山市の建築
グッドデザイン賞を受賞

【 長屋集合住宅 「花水木ノ庭」 】
富山市中心市街地にほど近い花水木通りに4住戸（設

計者の自宅、両親の住戸、賃貸住戸2戸）の長屋と店舗、

シェアスペースを併設した建築「花水木ノ庭」がグッドデザ

イン賞を受賞。設計は富山市の建築士事務所dot studio。

車路を建物内に引き込むなど「新世代の長屋」としての

提案が評価されました。1階花水木通り側には、文房具を

中心に雑貨など個性的なアイテムを揃えた店舗『綴ル』

が併設されています。

TOYAMA GLASS が
「富山県推奨とやまブランド」に
新たに認定

【 TOYAMA GLASS 】
県産品の中から特に優れたものを厳選し、その魅力を

広く全国へ発信する「富山県推奨とやまブランド」。今

年度は「TOYAMA GLASS（富山ガラス）」が新たに認定

されました。同ブランドを推進する「富山ガラス作家協

会」「富山ガラス工房」では、「富山アイコニック」や「富

山曼荼羅彩」などの新商品の立ち上げを行うなどの活

動を積極的に展開。そこに集う作家の多様性や技術の

高さが評価されての認定となりました。

Toyama Design

TOPICS50

第13回世界ポスタートリエンナーレトヤマ2021 開催ポスター
デザイン：三木健
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富山県美術館内レストラン
BiBiBi&JURULi、
絵本原画展を題材にしたクッキーを
商品化

【 BiBiBi&JURULi 】

富山県美術館内のレストラン「ビビビとジュルリ」は、同

美術館で開かれた「絵本原画ニャー！ 猫が歩く絵本の

世界」展に合わせ、作品を題材にしたクッキー「ベイクド

ニャー」を商品化。愛らしい猫の形が人気を集めまし

た。展示される二人組作家「100％ORANGE」の絵本

『ねこのセーター』と、牧野千穂さんの『うきわねこ』を

モチーフに、魚津市の洋菓子店「ベルテンポ」がクッ

キーに仕上げました。

ものづくり総合メーカー、
（株）ナガエの住生活製品シリーズ
「hoss NAGAE」が
グッドデザイン賞受賞

【 ナガエ 】

（株）ナガエが展開する室内用物干しなどの住生活製品

シリーズ hoss NAGAE（ホスナガエ）がリリースした新

ラインナップが、2021年度グッドデザイン賞を受賞し

ました。受賞したのは、①物干し竿の位置を自由に調節

できる天吊り型の室内用スライド式物干し金物sen、

②室内窓枠用物干し製品tao、③室内壁面用物干し製品

fuuの3点。機能性を備えながら、限られた空間を有効

活用でき居住空間と調和するシンプルなデザインが評

価されました。

日本海側最大級の国際展示会
バーチャルで開催
242の出展者が参加

【 富山県ものづくり総合見本市 】
富山県の優れたものづくり技術や製品を国内外にPR
するとともに、県内企業の販路開拓や人材確保を支援
するため2年に一度開催される「富山県ものづくり総合
見本市（T-Messe）」。今回はコロナ禍のため、富山産業
展示館での「リアル会場」での開催は取りやめ、ネット
上での「バーチャル会場」のみの開催となりました。国
内及び海外14か国・地域から242の出展者が参加しま
した。

靴下メーカー 助野（株）、学生、
デザインセンターの三者コラボで
ソックス開発

【 助野×富山大学芸術文化学部 】
県内のものづくり企業とデザイン系大学を結び、商品
開発を通して就職につなげる事業「とやまデザイン・ト
ライアル」。富山大学芸術文化学部の学生18名が、靴下
製造の助野（株）、県総合デザインセンターとの産学官
コラボで、新製品の企画・製作・販売までにチャレンジ
しました。テーマは「いま、コロナ禍で、靴下ができるこ
と」。全18足の新ソックスを製作。三井アウトレットパー
ク北陸小矢部店などでお披露目・販売されました。

万葉研究のメッカ
万葉歴史館の常設展示室が
大幅にリニューアル

【 高岡市万葉歴史館 】
『万葉集』とその編者ともされる大伴家持をテーマにし
た高岡市万葉歴史館。1990年の開館以来、万葉研究
のメッカとして親しまれてきました。2021年4月、館内

「常設展示室」が大幅にリニューアル、新たに「万葉体感
エリア」が設置されました。家持が越中赴任時に詠んだ
歌や、高岡の四季折々の自然の美しさを大型スクリー
ンに映し出すプロジェクションマッピングを導入。万葉
の世界をリアルに体感できるようになりました。

全国カレーパングランプリで
（株）中尾清月堂の
ホットドラバターカレーが
「金賞」を受賞

【 中尾清月堂 】
どら焼きで有名な老舗和菓子店・（株）中尾清月堂が、全

国のカレーパン製造者が参加する「カレーパングラン

プリ」のバラエティ部門で「金賞」を受賞しました。（一社）

日本カレーパン協会が主催する同大会には、318種

（289店舗）のカレーパンが大集結。「揚げ」「焼き」「バラ

エティ」の部門が設けられ、バラエティ部門で同社の

「ホットドラバターカレー」が金賞に選ばれました。

高岡市・坂下町
空き店舗群が生まれ変わる
リノベーションプロジェクト

【 複合施設 「サカサカ」 】
高岡市坂下町の空き店舗、木造2階建ての長屋をリノ

ベーション。飲食や物販などの7つの店舗とアウトドア

リビングからなる「ちいさな商店街」のような場所とし

て生まれ変わりました。「つどう」「つくる」「つなぐ」を

キーワードに、新たな出店先や独立拠点を探す若者ら

の挑戦の場となっています。現在、食と雑貨のセレクト

ショップやコーヒー店が入居。多目的に使える交流ス

ペースも設置され、まちなか賑わいづくりのための新た

な拠点となっています。

「あずまだち」がモチーフ
大屋根の下の
ワンルーム図書館

【 砺波市立砺波図書館 】
2020年11月に開館した砺波市立砺波図書館。散居村

の代表的な家屋様式のひとつである「あずまだち」をモ

チーフとした78ｍの大屋根が、砺波市の新たなランド

マークとなっています。内部は、県内の図書館としては

珍しいワンルーム構造。木の温もりと高窓から注ぐ柔ら

かな自然の光で、「本の森の静けさに身を置く安堵感」

を得られる空間設計となっています。冷暖房は地中熱

を活用し、省エネルギーにも配慮がなされています。

世界最小・最軽量、
防水対応スピーカーを
トモスメイカーネクスト（株）が制作
【 トモスメイカーネクスト 】
県内のベンチャー企業や中小企業者支援のため、県が
認定した新商品・新サービスを随意契約で優先的に購
入し、使用後の意見をフィードバックする「トライアル
発注制度」。2021年度第1回認定商品に、トモスメイ
カー合同会社（富山市）の「ワイヤレスポータブルスピー
カー『LUNAUTE』」が選定されました。世界最小・最軽
量、防水、長時間稼働を実現。アウトドアや、リモート
ワーク、浴室、プールなどでの利用を想定しています。

第51回高岡漆器展示会の審査会で
（株）柴田漆器店の作品が
県知事賞を受賞

【 柴田漆器店 】
第51回を迎えた高岡漆器展示会で、（株）柴田漆器店
の「片口 揃 溜塗」が最高賞の県知事賞を受賞しまし
た。同展示会は、「伝統技術を継承しながら新しいもの
づくりを目指す」をモットーに、伝統工芸高岡漆器協同
組合が毎年開催。高岡市内の漆器職人などが応募した
約50点の作品の中から選ばれた受賞作は、溜塗と螺鈿
で仕上げた片口や杯、箸などのセット。入賞作品はその
後、東京で開かれた全国漆器展に出品されました。

絵：牧野千穂　文：蜂飼耳　『うきわねこ』
出版年 2011年　出版社 ブロンズ新社

100%ORANGE　『ねこのセーター』
出版年 2016年　出版社 文溪堂
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北陸の気候特性を知り尽くした
建築のプロ9社がつくる
木造住宅ブランド「ETUSUS」

【 ETUSUS（エツサス） 】

「北陸に根ざし、真に北陸に合った木造住宅をつくり

たい」。そんな思いから生まれた木造住宅ブラント

ETUSUS。「越」の国の「サステナブル住宅」から名づけら

れたETUSUSをプロデュースするのはウッドリンク（株）

（射水市）。富山・新潟・石川・福井の建築会社9社との

パートナーシップのもと、北陸の 厳しい気候特性に対

応した性能と品質、シンプルで洗練されたデザインの

住まいを提案しています。

瑞龍寺・勝興寺・国泰寺
三大寺を軸に
高岡の魅力を伝えるツアー企画

【 県西部観光社 水と匠 】
高岡を代表する瑞龍寺、勝興寺、国泰寺という趣の異な

る3つの古刹を軸に、高岡への観光誘客を図るツアー

を観光地域づくり法人、（一社）富山県西部観光社 水と

匠が企画・造成を行いました。ツアーでは、普段は非公

開の寺宝の鑑賞や、専門家による解説、精進料理や法

要、座禅、茶道などの体験ができるほか、オリジナル御

朱印や記念品などのお土産も。異文化への興味関心の

高い海外の富裕層などを対象に企画されました。
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ニューヨークのデザイナーとコラボ
ロストワックス鋳造でつくる
ユニークな「国旗オブジェ」

【 佐野政製作所×Akira Yoshimura 】
Creators Meet TAKAOKA

鋳造メーカー（有）佐野政製作所とニューヨーク在住の

デザイナー Akira Yoshimuraとのコラボレーションで

誕生したView Point。「平面の国旗を立体化すればどう

なる？」との好奇心から生まれた企画です。上から見る

と各国の国旗、だけど横や斜めから見ると、Bamboo

（竹）、Step（階段）、Mountain（山）、Cloud（雲）、Slope

（傾斜）をモチーフとした立体的なオブジェに。ペーパー

ウェイトなどとして使えます。

能作×Hamanishi DESIGN
によるポップでモダンな
真鍮の燭台

【 能作×Hamanishi DESIGN 】
Creators Meet TAKAOKA

鋳物メーカー、能作とHamanishi DESIGN（横浜市）の

プロダクトデザイナー濱西氏とのコラボから生まれた

「燭台」は、高岡銅器の鋳造工程が視覚的に表現された

ポップなデザインのプロダクト。溶けたように見える上

部は鏡面加工、下部は鋳肌がそのまま使われているの

が特徴で、真鍮の異なる表情を楽しめる作品に仕上が

りました。濱西氏は和ろうそくの製作も進めており、燭

台と蝋燭のセット販売も検討しています。

（株）竹中銅器と
Takashi Teshima Designが
鋳造の表面加工の
新しい可能性に挑む

【 竹中銅器×Takashi Teshima Design 】
Creators Meet TAKAOKA
高岡銅器産地一番の規模を誇る企画問屋、（株）竹中銅器

とプロダクトデザイン／ファッションアイテムの製作販

売をおこなう手嶋隆史氏によるコラボ。金属鋳造の表

面加工の新たな可能性を探る試みとなりました。「切

断」「ひび割れ」「漆」「緑青」など4つの方向で表現を模

索。その中から緑青のグラデーションで製品を企画し

ました。着色だけでない質感のグラデーションもポイン

ト。花器として製品化しました。

八尾町の蔵元「玉旭」と「福鶴」
ライバル2社が
互いの酒をブレンド

【 玉旭酒造×福鶴酒造 】
富山市八尾にある玉旭酒造と福鶴酒造が、互いの日本

酒をブレンドさせた新商品「八尾ブレンド」を発売。新型

コロナウイルスの影響で伝統行事「おわら風の盆」が2

年連続中止となる中、「ともに手を携え困難を乗り越え

る」ため企画しました。純米と原酒の2種類があり、それ

ぞれ両社の酒を半分ずつブレンド。奥行きのある辛口

に仕上げました。ラベルのデザインには八尾和紙製造

の桂樹舎が関わりました。

富山の魅力あるお土産を発掘する
「べつばら富山」プロジェクト
新たに4商品をラインナップ

【 富山県 】
富山の魅力あるお土産の発掘と事業者の商品デザイン

の意識向上を図る「べつばら富山」事業。2012年のス

タート以来、商品を選定しそのブラッシュアップを進め

てきました。今年度も新たに「千代くるみ／高岡市」、

「蒸ヨンカク2／氷見市」、「おやきもち／上市町」、「こん

ぶおはぎ／富山市」の4商品を選定、パッケージなどを

改良、ラインナップに追加しました。

富山駅前に新商業施設、
JR富山駅ビル
「MAROOT（マルート）」開業

【 富山ターミナルビル 】
JR／あいの風とやま鉄道富山駅南口に、新商業施設

「MAROOT（マルート）」が開業しました。1階から4階

の低層階「マルート」にはファッションや雑貨、飲食店

など72店舗が入居。高層階は（株）JR西日本ホテル開発

が運営する「ホテルヴィスキオ富山 by GRANVIA」が

入ります。暮らしに必要なものを「まるっと」揃え、地域

の暮らしの「根底」（＝root）を支える、との思いから名

づけられました。

BiBiBi&JURULi、
氷見高等学校と共同で
「ひみ寒ぶり」を用いた
新メニュー開発

【 氷見高校×BiBiBi&JURULi 】
富山県美術館内のレストラン「ビビビとジュルリ」は富

山県立氷見高校・海洋科学科と連携し、ひみ寒ぶりを

使用した新メニューを開発。2021年12月から販売を始

めました。本企画は同レストランが富山県内15市町村

の旬の食材をメニューに取り入れながら、産品のPRや

農水産業振興、人材育成を目指したもの。入善町「ジャ

ンボスイカパフェ」に続く第二回目。新メニューは、海洋

科学科5チームが企画した案の中から選出されました。

町家をリノベーション、鋳物工芸を
身近に感じ宿泊できるホテル
グッドデザイン賞を受賞

【 葉月 】
2020年12月に高岡市金屋町にオープンした民家ホテ

ル「金ノ三寸」。鋳物工芸を身近に感じながら宿泊でき

る一棟貸切の宿泊施設です。高岡銅器発祥の地である

金屋町において、空き家だった2棟の町家を街並に調

和するようリノベーション、ギャラリーを兼ねた宿泊施

設としたアイデアとコンセプトが高く評価されての受賞

となりました。受賞企業は合同会社葉月、濱田修建築研

究所、グリーンノートレーベル（株）（いずれも富山県）。

歩くライフスタイル促進アプリ「とほ活」
自治体開発のスマホアプリとして
初のグッドデザイン賞受賞

【 富山市 】
「とほ活」は「歩くライフスタイル」推進のため、富山市が

開発したスマホアプリ。歩数や公共交通の利用、イベン

トへの参加でポイントを貯めることができ、ポイントに

応じて抽選でホテル宿泊券などの賞品が当たるという

もの。「市が掲げるコンパクトシティ戦略を、住民の行

動側から支える施策」として評価され、グッドデザイン

賞を受賞。自治体が開発したスマホアプリとしては初

の受賞※となりました。 （※富山市調べ）

「菅笠」製作の工房と
音楽クリエーターがコラボ
スゲ製のスピーカー完成

【 高岡民芸×未音制作所 】
Creators Meet TAKAOKA

高岡市福岡町の特産で、国の伝統的工芸品である「越

中福岡の菅笠」の製作販売を行う高岡民芸（株）は、未

音制作所（ひつじおとせいさくじょ）の音楽クリエー

ター・若狭真司氏とともに、スゲ製のスピーカーを完成

させました。プロダクトデザイナーの黒野真吾氏が製

品デザインを行い、菅笠作家の中山煌雲氏が制作。新

たな製作技術で縫い上げた円盤型のパワード型スピー

カーと、伝統的な形の菅笠を用いてデザインされたス

ピーカーの2種を制作しました。
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伝統の「おりん」の音や
製作時の音を用いた
コンセプチュアルな5つの楽曲

【 シマタニ昇龍工房×未音制作所 】
Creators Meet TAKAOKA

「おりん」製作のシマタニ昇龍工房（有）と、音楽クリ

エーター若狭真司氏が主宰する未音（ひつじおと）制

作所は、おりんをテーマとする音楽「Vague」の制作に

挑みました。おりんの音や製作過程の焼成音などをサ

ンプリング。それらの音を編成しコンセプチュアルな

5つの楽曲を制作。グラフィック・ブックデザインはデ

ザイナー黒野慎吾氏が担当。制作にあたっては伏木の

古刹・勝興寺に多数の「おりん」を持ち込みレコーディ

ングを行いました。

新しく開発された樹脂と
漆との出会いから生まれた
新しい質感のアクセサリー

【 漆器くにもと×MOLp® （三井化学）】
Creators Meet TAKAOKA
漆器の産地問屋、漆器くにもとは、三井化学の有志メン

バーによって立ち上げられたMOLp®（Mitsui Chemicals 

Material Oriented Laboratory=そざいの魅力ラボ)

と協働。三井化学が開発した海のミネラルから生まれた

「NAGORI™樹脂」と、植物由来のウレタン樹脂「STABIO®」

を成型し、そこに漆を塗布したアクセサリーを製作しま

した経年変化を楽しめ、これまでの漆製品にはない重み

や透け感など新たな質感が特徴です。
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「木と人」シリーズに
新ラインナップ誕生
県産スギを贅沢に使ったデスク

【 米三×ウッドリンク 】

家具・インテリア用品の（株）米三と、製材・建築資材製

造のウッドリンク（株）が展開する家具ブランド「木と

人」シリーズに、新製品「Box desk」が加わりました。天

板、脚のすべてに富山県産のスギ材を贅沢に採用。天板

幅は1.2mから3.6mまでの5サイズ、棚脚の横幅は

15cm、20cm、25cmの3種類、ブラック・グレー・ホワ

イトの3カラーをラインナップし、オフィス用途や子供

用勉強机などに提案しています。

「今、広げるのは、世界地図より
富山地図。」
第44回北日本新聞広告賞グランプリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
富山ダイハツ販売（株）が受賞

【 富山ダイハツ販売 】

第44回北日本新聞広告賞で、2021年元日付の富山ダ

イハツ販売（株）の広告がグランプリに選ばれました。

同社の広告は、コロナ禍にあっても輝きを放つ富山城

や環水公園、トロッコ電車、ホタルイカなど県内の名所

や名物をオリジナル制作の地図記号で表現。「今、広げ

るのは、世界地図より富山地図。」「富山の皆さん、富山

へ行こう。」をキャッチフレーズに、地元の魅力の再発見

を提案しました。

県内16の酒蔵の
清酒をブレンド
日本酒「富山ブレンド」

【 富山県酒造組合 】
富山ブレンドは、県酒造組合に加盟する県内16の蔵元

の日本酒を一種類ずつ使用しブレンドした日本酒。コロ

ナ禍で減少した需要を喚起する目的で組合が昨年に引

き続き企画しました。今年度は酒の種類や配合を見直

し、口当たりがよくすっきりした酸味が特徴の味に。ま

た県鳥であるライチョウをモチーフとしたロゴマーク

も制作しラベルやPR、イベントなどにも活用していく予

定。昨年より3割増の1万6,200ℓの出荷を目指します。

（有）四津川製作所のブランド
「空穏KUON」が
セレモニージャパン2021に出展

【 四津川製作所 】
（有）四津川製作所が2020年にリリースした新ブランド

「空穏KUON」。おりんや香炉、蝋燭立など、ヨガや禅、マ

インドフルネスのエッセンスを取り入れたアイテムが特

長のブランドです。新商品を含めたブランドの魅力を広

く発信するため、日本最大のライフエンディング業界

専門展示会「セレモニージャパン2021」に出展しまし

た。同展は6月9日～11日、東京ビッグサイトで開催され

ました。

建築甲子園で全国優勝した
先輩の思いを在校生が引き継ぐ
ワークショップの成果を発表

【 富山県 】
2022年2月、富山県立富山工業高校との「家具・照明・

デザインワークショップ製作発表会」が開催されまし

た。2017年建築甲子園で優勝した同校のプランをもと

に進められている富山市蓮町「創業支援センター、創

業・移住促進住宅」のリノベーション。その内装や家具

づくりを在校生が引き継ぎ、プロデザイナーの指導の

もとワークショップ形式で取り組んできました。企画運

営は県からリノベーション工事の設計事業者である仲

建築設計スタジオが行いました。

富山県でのワーケーションの
施設や支援制度、モデルプラン
などの情報を発信

【 富山県 】
富山県でのワーケーションを促進するための県のポー

タルサイト「めぐるとやま」が開設されました。「くらし

たい国、富山」推進本部が運営しています。サイトでは、

県内の宿泊施設やコワーキングスペースなどワーケー

ション施設の紹介のほか、ワーケーションのモデルプ

ラン、体験レポート、県内のワーケーション関連の情報

を掲載しています。

ホテルニューオータニ高岡
高岡の伝統工芸食器に
懐石料理を盛り付け提供

【 ホテルニューオータニ高岡 】
ホテルニューオータニ高岡は、開業35周年を記念し、

同ホテル日本料理「都万麻（つまま）」で、高岡の伝統工

芸食器に懐石料理を盛り付け提供する「こわけ御膳」

企画を9月13日から10月26日にわたって開催しまし

た。鋳物や漆器を製作する市内の7社とタイアップ、金

属や漆塗り、螺鈿技法を駆使した食器約300点に、地

元産の魚介類や野菜を使った料理が盛り付けられま

した。

富山県の旬の情報を発信する
観光情報誌『うみとやま』
リアルとオンラインで創刊

【 富山県 】
「海と山と、その間。ちょうどいい旅、富山旅。」をテーマと

する観光情報誌『うみとやま』が創刊されました。情報

誌とともに連携したWEBサイトも開設。発行元の富山県

観光振興室では、自然や伝統、文化、食などの魅力や旬

の観光情報などを発信することで、富山ファン、リピー

ターの確保につなげたい考え。A4サイズ、オールカ

ラー、16頁。毎号18万部、年2回発行予定。JR、NEXCO

中日本管内、名鉄、近鉄などで配布されています。

富山県総合デザインセンター
商品開発をサポートできる環境が
さらに充実

【 富山県総合デザインセンター 】
「デザイン」を切り口に、県内企業の商品開発支援を続

けている富山県総合デザインセンター。施設内には商

品開発で欠かせない試作模型製作のためのデジタル

機器など、最先端設備をラインナップ、低料金で利用で

きる環境を整えてきました。今年度は新たにパッケー

ジなどの印刷の色検証ができる「グラフィックサンプ

ル出力検証機」と、樹脂や木材をレーザーで加工できる

「ハイブリッドレーザーカッター」を導入しました。

バー「HYDEOUT」が
利賀に自生するクロモジを使い
トニックウオーターとジンを完成

【 Bar HYDEOUT 】
富山市桜町の「Bar HYDEOUT（ハイドアウト）」のオー

ナー、川内ひろき氏が、南砺市利賀地域に自生する「クロ

モジ」を使った世界初のクロモジトニックウォーターと、

県内初のクラフトジンを完成させました。クスノキ科の

クロモジは薬用種などに利用される香りの強い木。利賀

地域ではクロモジ茶として加工されています。独特のさ

わやかな香りがつけられたトニックウオーターとジン。

両者を組み合わせた、唯一無二の富山ジントニックが楽

しめます。
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富山北部高校生がデザインする
「花を贈る日」PRのための
ラッピング車両

【 富山北部高校×富山地方鉄道 】

県産花きの消費を促そうと「フローラルとやま実行委

員会」が実施している「花を贈る日」をＰＲするポートラ

ム車両のラッピング。2015年にそのデザインを富山県

立富山北部高校情報デザイン科に依頼してから7回目

を迎えました。今回は、同校が設立した模擬株式会社

「富山北部デザイン工房」のグループ「Lulu」のメンバー

森井菜月さんがデザインを担当。ラッピング車両の運

行は、2月8日から3月14日まで行われました。

道の駅のロゴマークを作成
ポスターやチラシ
オリジナル商品に使用

【 道の駅 「KOKOくろべ」 】
黒部市は、4月22日に開業した道の駅「KOKOくろべ」

のロゴマークを作成しました。Kをモチーフに緑の山、

青の海、その間を走る国道8号を表現。観光の拠点とし

ての道の駅のイメージを伝えています。KOKOくろべの

オープン告知や認知促進、ブランド化を狙い、ポスター

やチラシ、道の駅オリジナル商品にも用いられます。ロ

ゴのデザインは、（株）福見建築設計事務所が制作しま

した。
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とやまのお土産新ブランド 「美のこわけ」 創出事業BI  NO KOWAKE

県総合デザインセンターは、「越中富山お土産プロジェクト」第三弾として、「美と健康」をテーマとした「越中富山 美のこわけ」ブランドの

開発を進めてきました。2009年の開始以降、これまでに「食」をテーマとした「幸のこわけ」、「工芸」をテーマとした「技のこわけ」をそれぞ

れ商品化、好評を博しています。第三弾となる今回は「モノ」だけでなく「体験」も含めた商品化を企画。ある程度完成した商品プロトタイプ

とツアーの消費者リサーチのために「モニターツアー」が実施されました。

　「美のこわけ」の第一弾として、商品セット2種類の発表が2月

22日、富山県総合デザインセンターで行われました。発表会には

新田八朗富山県知事も参加。「富山の幸せをブランディングし、魅

力を発信したい」と、富山の認知度向上に期待を寄せていました。

県総合デザインセンターの桐山登士樹所長によるプロジェクト

の説明に続き、開発やデザイン担当者のトークショーも実施。発

表会の様子はオンラインで配信されました。

　「美のこわけ」のコンセプトは「クリーンビューティ」。人にやさし

く、環境に配慮した、原料や生産過程が明らかなコスメ製品への

ニーズは、ウェルビーイングやSDGsへの意識の高まりとともに高

まっています。素性が明らかな富山の自然素材を使い、富山で製

造されている、環境に配慮した富山ならではの製品＆サービス、そ

んなブランドを「美のこわけ」は目指しています。

　「美のこわけ」第一弾として発表されたのは、美容製品海洋深層

水や県産ハーブなど富山の自然を生かした商品をメーカーの垣根

を越えて選び組み合わせたセット。20代後半以上の女性をター

ゲットに、五洲薬品（株）や前田薬品工業（株）、（有）へちま産業、

（株）プロジェクトデザイン、（株）やぶうち商会、（株）松井機業の

県内6社が参加を予定しています。パッケージにはそれぞれ、島尾

海岸から望む立山連峰、高岡市金屋町の風景を描いたイラスト

レーターagoera氏のイラストが採用されました。

プレスプレビュー
［期日］ 2022年2月22日（火）　［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

モニターツアー

1Day
［期日］ 2021年11月30日（火）、12月1日（水）

： SCHEDULE 2Day ： SCHEDULE

「ヘルジアンウッド」
和ハーブフィールド散策、施設見学。

昼食 「The Kitchen」
ヘルジアンウッド内のレストラン。前菜・スープ・選べる主菜・デザー

ト・ハーブティー免疫力を高める食材や和洋のハーブを使用しメディ

カルハーブティーと共に旬を意識したランチ。

「ハーブバスソルト作り」
五洲薬品（株）の富山湾海洋深層から作られた「塩」と前田薬品工業

（株）の精油を使ったオリジナルのバスソルトを作りました。

「アロマセレクト」工房見学
富山の森の恵みから精油を製造しているアロマセレクトの精油製造

工程を見学しました。

「クロモジ足浴体験」＋黒文字茶
抽出を終えた後のホカホカのクロモジの枝葉で足浴。オイル成分を

肌から取り込みました。

リバーリトリート雅樂倶
「スプリングスパにて森林香コース」体験
富山の豊かな自然から抽出したアロマセレクトの100％天然の精油

を使用し、心身ともに優しくほぐしていくスパトリートメントのダイ

ジェスト体験（1人30分）をしました。

城端絹織物 「松井機業」 工房見学
人肌と同じタンパク質を主成分とし、保湿性・調湿性にすぐれ、自然

由来の心地よさを持つ「絹」の可能性を現代の生活の中に生かす商

品を生み出している（株）松井機業さんの工房を訪問。その伝統的な

工程とものづくりへの思いをうかがいました。

「若鶴酒造・三郎丸蒸留所」
江戸時代創業の日本酒の蔵元であり、北陸で唯一ウイスキー製造を

行っている（株）若鶴酒造。地元の伝統産業・高岡銅器の（株）老子製

作所とのコラボレーションによる世界初の鋳物製ポットスチル（単式

蒸留器）をはじめ、地域の素材を循環・アップサイクルさせる取り組み

についてうかがいました。

「勝興寺」 見学
2021年3月に23年に及ぶ大改修が完了した建造物を見学しました。

（12棟が国の重要文化財）「真宗王国」と言われる富山人の精神風土

に触れていただきました。

「山口久乗のおりんを使ったヨガ呼吸法」 体験
1/f ゆらぎを含む美しい音色のおりん製造を手がける（株）山口久乗

のおりんを使って、ヨガの呼吸法と簡単なポーズをお寺の空間の中で

体験しました。ヨガでも「おりんの音」は心身をリラックスさせるため

に重要なアイテムとして使用されています。

モニターツアーには、東京や

関西からライターや雑誌社・旅行代理店勤務の女性4名が

参加。2日目・勝興寺でのヨガ体験の後、ツアー企画や「美の

こわけ」商品企画への感想や改善点などをヒアリングする

振り返り会が行われました。振り返り会では、「試したことの

ない化粧水などをいきなり顔に使うのは抵抗がある」「富山

らしさが一目でわかるビジュアルが必要」「一週間分のトラ

イアルキットが欲しい」…といった女性ならではの視点から

いくつもの意見や要望が出されていました。

ツアーを
振り返って

桐山 登士樹 

廣田 尚子
梶川 貴子
大森 　渚

●委員長

●委員

県総合デザインセンター 所長

富山県知事新田 八朗 

【 美のこわけ委員会 】

●名誉委員長

ヒロタデザインスタジオ代表／デザインディレクター

（株）ウェルネス・アリーナ代表取締役社長

（株）オージュ・コンサルティング代表取締役

清水 彩香
●ロゴ・パッケージデザイン

アートディレクター／グラフィックデザイナー

第一弾プレス発表

メーカーの垣根を超えチョイス

コンセプトは
「クリーンビューティー」
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クリエイティブデザインハブ 未来研究会
CREATIVE

DISIGN HUB

幅 允孝 （はば・よしたか）

有限会社BACH（バッハ）代表／ブックディレクター

人と本の距離を縮めるため、公共図書館や病院、学校、ホテル、オフィスなど様々な場所でライブラリーの制作をしている。安藤忠雄氏の建築によ

る「こども本の森 中之島」ではクリエイティブ・ディレクションを担当。最近の仕事として「早稲田大学 国際文学館（村上春樹ライブラリー）」での

選書・配架、札幌市図書・情報館の立ち上げや、ロンドン・サンパウロ・ロサンゼルスのJAPAN HOUSEなど。早稲田大学文化構想学部非常勤講師。

神奈川県教育委員会顧問。Instagram: ＠yoshitaka_haba

2020年度は、新型コロナの影響で休会としていた「未来研究会」が再始動。

再開第1回となる今回は、ゲストにブックディレクターの幅 允孝さんを迎え、書籍のデザインを通して地域の魅力を伝える事例をお話し

いただきました。ブックデザインの観点から、地域資源を見つめ直し、観光の新たな可能性を探りました。

集団・BACH（バッハ）という会社を立ち上

げました。「本を選んでお金をいただく」と

いうこれまでにない新しい仕事を始め、今

日に至ります。

　本の売上は1996年が頂点で、その後ど

んどん販売部数は減少していきました。し

かし反比例するようにタイトル数は増えて

いる。2020年だけでも6万8千点あまりも

の本が出版されています。そこには新タイ

トルを出し続けねばならない出版社と流

通の現状が大きく影響しています。いずれ

にしてもその結果、読者は「どの本を手に

取ればいいのか分からない」状態となって

いる。Amazonに象徴されるような「検索

型」の社会の中で、人と本との出会いをど

うしていくか、知らない本をどう手に取っ

てもらえるようにするか。そこに私たちの

仕事の役割があると思っています。

　私は生来、本がとても好きで、大学卒業

後は青山ブックセンターに就職。そこで建

築とかデザイン関連の書籍のバイヤーを

経験しました。その間「書店における2000

年ショック」に遭遇したのです。これは何か

というと、Amazonの日本法人の創設です。

　当時は「アメリカの通販屋が来る」程度

の認識だったのですが、その後ネット回線

の高速化とともに書店の売り上げは目に

見えて減っていきました。来店客数も減少

していきました。本が人の目に触れなく

なっていく。どうしたらいいか。人が本屋

に来なくなったのなら、「本を人がいる場

所に持って行けばいいじゃないか」と、そ

のようなことを考え始めたのでした。

　その後、青山ブックセンターを辞めた私

は、TSUTAYA TOKYO ROPPONGI（現

在：六本木蔦屋書店）のディレクションを

手伝い、その経験をもとに2005年に選書

　私がどういう仕事をしているのか、ごく

簡単に言うと「図書館をつくる」仕事です。

といっても建物をつくるわけではなく、図

書館の「中身」をどうするのかを受け持っ

ています。選書、調達、配架、サイン計画、家

具計画、それらのアートディレクションな

どを行っています。公共図書館の仕事が多

いですが、企業図書館、病院図書館、動物

園の図書室なども手がけています。

　今は「時間の奪い合い」が激しい時代

で、本というメディアはなかなか人々に届

かない。その中でどうやって本を届けてい

くことができるか。そういうことを考えな

がら仕事をしています。

　今日お話ししたいのは、図書館をどう

やってつくるのかということではなくて、

「届きにくいものをどうやって届けるのか」

ということ。コミュニケーションの話とし

てお聞きいただければと思っています。

　こんな経験があります。図書館の要請で

子ども相手にスティーブンソンの古典『宝

島』の面白さを伝えようとした時のこと。そ

れまで私の話を退屈そうに聞いていた子

どもたちが、漫画『ONE PIECE（ワンピー

ス）』との共通点を指摘したとたん、がぜん

『宝島』に興味を持ち始めたのです。読者の

内側にあるものと作品との「結び目」「結節

点」をどうつくっていくか。それが私たちの

仕事のキーポイントなんじゃないかなと

思っています。

　その結び目・結節点をつくること、それを

私たちは「編集」と呼んでいます。例えばト

ヨタ博物館の中にあるカフェ「CARS & 

BOOKS」を手がけたのですが、そこには

ロールスロイス工場の職人たちを写した写

真集とちびまる子ちゃん『わたしの好きな

歌』の二冊が、なぜか隣に並んでいます。実

はまる子ちゃんのこの漫画には、まるちゃ

んが花輪くんのロールスロイスに乗せても

らいその乗り心地に感動するシーンがあっ

て、そこに「結び目」をつくったのです。日本

の図書館の分類法では決して隣同士には

ならない二冊が並ぶことで、来た人に何か

を「投げかけ」、手に取ってもらえる可能性

がそこに生まれます。

　2020年、建築家の安藤忠雄さん建築で

大阪中之島に「こども本の森 中之島」を

オープンさせる仕事をしました。ここでは

さまざまなジャンルの本を「自然とあそぼ

う」「体を動かす」「動物が好きな人へ」と

いった12の選書テーマにわけて並べまし

た。また本の中の印象的な文章を立体文字

にして本棚に掲出する「言葉の彫刻」と

いった展示も工夫しました。これらも子ど

もたちに向けた「結び目」の投げかけです。

　兵庫県豊岡市の城崎温泉の事例をお話

しします。もうかれこれ9年間ほど城崎に

は通っていて、今は豊岡市の政策アドバイ

ザーとしていろんなプロジェクトにかか

わっています。そもそものきっかけは

2013年。志賀直哉が城崎に来湯した百周

年の年で、それをきっかけに呼ばれたので

す。そこで提案したのが、かつて志賀直哉

が滞在したように現代の作家にも滞在し

てもらい小説を書いてもらおうという企画

でした。作家・万城目学さんに声をかけ滞

在してもらい、アーティスト・イン・レジデ

ンスならぬ「作家・イン・旅館」を経て生ま

れたのが小説『城崎裁判』です。

　『城崎裁判』の作品の出版に先立ち、志

賀直哉『城の崎にて』を詳細な注釈付きの

二冊組で出版し、好評を博しました。出版

と販売にあたっては、NPO法人「本と温泉」

を温泉組合内に立ち上げました。

　そして第二弾となったのが『城崎裁判』。

これらの作品はやはり城崎でこそ読んでほ

しい。お風呂に入りながら読んでほしい。と

いうことで表紙はタオル地、中は防水の紙

という本をつくり、ネット販売せずに現地

の旅館とお土産屋さん、公共施設だけで発

売したのです。この本はSNSでもバズるな

ど話題を呼び、販売は順調に推移。誘客の

面でも効果を発揮するなどの結果となりま

した。

　万城目さんの作品に次いで生まれたの

が湊かなえさんの書下ろし小説『城崎へか

える』。こちらはカニのテクスチャを表現し

たブックデザインとなりました。さらに第

四弾として下駄型のユニークなジャバラ絵

本『城崎ユノマトペ』もつくりました。

　2013年に出版した『注釈・城の崎にて』

は8刷を重ね1万4千冊あまり、『城崎裁判』

は2万冊、『城崎へかえる』は2万1千冊、『城

崎ユノマトペ』は3千冊を、今日まで販売。8

千万円近くの売上となっています。販売地

域が限定された出版物としては異例のこ

とだと思います。

　この収益を使って、昔からあった城崎文

芸館の改築や企画展などに充てたり、市立

図書館のリニューアルをやってみたり、小

学校で「ぶんがく」の授業を始めたり…と、

様々な方向へと新しい結び目は次々と広

がりつつあります。

　時間の奪い合いが激しい中で本に興味

を持ってもらうことはとてもむずかしい時

代になっています。けれどもいろんな方法

を使いながらなんとか盛り上げていこう、

面白いことをつくりだしていこう。そんな活

動を行っています。

「アフターコロナの観光サービス」
［期日］ 2021年8月4日（水）　［会場］ 県総合デザインセンター 2F クリエイティブサロン

図書館の「中身」をつくる 「書店2000年ショック」が契機

人と本との出会いを
どうするか

「結び目」をつくる こども本の森

地域と本の結びつき

次 と々生まれる結びつき
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TOYAMA
D’DAYS 2021

コロナ禍の中、世界の産業界は、

課題解決に向けてスピードを上げています。

世界的な潮流を受けて、サーキュラーエコノミー、

SDGｓに記載された169の達成基準、

カーボンニュートラルなど、

ＤＸ時代の国際的な枠組みの中で

より強く戦わなくてはなりません。

この流れの中でデザインの役割と可能性を

2日間にわたって論じました。

ポストコロナ時代への対応

進化思考で考える、
富山の生存戦略

［期日］ 2021年11月15日（月）、16日（火）

［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

進行

桐山 登士樹
県総合デザインセンター 所長

ゲスト

新田 八朗
富山県知事

T O Y A M A  D ’ D A Y S  2 0 2 0

T a l k

0 1

　デザインの語源はラテン語の「DE-SIGNARE」。「記号や形にする」

という意味です。形をつくる仕事と一般的には思われていますが、実は

それだけではない。その形によって美しい関係をつくること。つまり

「よい関係性を導く」形をつくること、それがデザインです。

　東日本大震災から今日のコロナまで、私たちは世の中の様々な課題

への対応が求められています。そんな時代に、我々は何をデザインす

ればいいのでしょう。

　今の日本で「自分は創造的だ」と感じている人はわずか8％しかいな

いようです。創造性とは才能の問題なのか、「 いや、そうではない」と

私は考えています。その思いが『進化思考』を提唱した原動力でした。

生物はエラー的な「変異」と様々な状況への「適応」の繰り返しで進化

太刀川 英輔　Eisuke Tachikawa 

ポストコロナ時代への提言

NOSIGNER代表／JIDA（公益社団法人日本インダストリアルデザイン協会）理事長／
進化思考提唱者／デザインストラテジスト／慶應義塾大学特別招聘准教授

デザインの社会実装で美しい未来をつくること、自然から創造性を学ぶ「進化思考」を提唱し
変革者を育てることを理念に活動する広義のデザイナー。社会的意義あるデザインで100
以上の国際デザイン賞を受賞し、多くの賞の審査委員を歴任。主な著書に『進化思考』（海士の
風、2021年）

藤原 大　Dai Fujiwara

デザイナー／DDI. 代表取締役

中央美術学院国画系山水画科（中国北京）留学後、多摩美術大学卒業。コーポレイト（一般企
業）、アカデミー（教育分野）、リージョン（地域活動）のフィールドを捉え、多岐にわたる創作活
動は世界から高い評価を受けている。独自の視点を生かし、企業のオープンイノベーションに
おける牽引役としても活動している。国内外でのプロジェクトや講演など数多く実施。その
他、受賞講演歴、多数。東京大学生産技術研究所研究員、多摩美術大学教授を務める。

してきたことは既に証明されています。その構造に創造性の本質があ

ると考えるのが進化思考です。

　創造性、つまりデザインする力は、私たち全員が本能的に持つ能力

です。人間は自らの創造性ゆえに温暖化をはじめ様々な問題をつくり

出しました。しかしその問題を解決できるのもまたデザインであり創

造性です。

　私たちは情報を世界に広く発信していける時代に生きている。人々

がそれぞれの現場で直面する問題への解決を試み、その成果を世界に

発信していけば、周辺から世界は変わるかもしれない。文明の解決の

糸口は、私たちひとり一人に委ねられていると思います。

はじめよう！
2022“ネイキッドライフ”

T a l k

0 2

　今日は「ネイキッドライフ」をキーワードに、私が考えている「デザイ

ン予報」をお話ししたいと思います。「ネイキッド（naked）」とは「裸の」

という意味なのですが、他にも「ありのままの」「明白な」「すぐそれとわ

かる」「むき出しの」…など様々な意味のある言葉です。「すぐそれとわ

かる」ということでは、人と人は本来、ほんのわずかな時間で相手のこ

とをなんとなく察知することができる野生動物のような能力を本来的

に持っています。ネイキッドとは人の中心にある赤裸々な姿を指してい

る言葉ではないかと思います。

　先般開催されたCOP26では石炭火力の段階的削減がうたわれまし

た。ＣＯ2を出さない生活を考えるとき、古代の人ってネイキッド（素肌

で生きる）でしたよね。では現代の我々にとっての素肌＝ネイキッドと

は何なのかを考えると「軽い、美しい、贅肉のない、感性的な」と表現で

きると思うのです。こうしたネイキッドな感覚、生き方を、環境など直面

する問題にぶつけてみる、そういうことが2022年に必要になってくる

のではないかと思っています。

　進化するデジタル技術は人と人の距離だけでなく心まで繋げられる

ようになってきました。UXデザインの賜物かもしれません。しかしスマ

ホで繋がると心も体も疲れてしまう。その時必要なのが自然を自分な

りの方法で取り込んでいくこと。そのための場所として、富山は機能し

ていくべきだと思います。

D a y . 1

ポストコロナ時代への提言
D a y . 1
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見 え な い も の と
生 き て ゆ く 時 代 に

対談 ポストコロナ時代のデザイン① VR検証にオンライン配信も
　　「バーチャルスタジオ」

T a l k D a y . 1

D a y . 2D a y . 2

0 3

　いま私たちが直面しているのは、いずれ過ぎ去ってしまうような問

題ではないでしょう。今回のパンデミックは、急激に進む気象変動と便

利を極めた現代の人間の暮らし方に、複雑にリンクした環境災害の

一つです。世界のシステムが変わらない限り、今後何度も起きることで

しょう。

　真の意味で「ポストコロナ時代」を迎えるためには、暮らしを営むす

べての人が参加し貢献できる仕組みをデザインする必要があると思い

ます。その時デザイナーは、様々な分野に散らばる人々のコミュニケー

ションをサポートし、人々が「見えない問題」を「暮らしの問題」「自分

事」として捉えられるよう啓蒙していく役割を担うべきだと思います。

阿部 雅世　Masayo Ave 

Masayo Ave creation｜SXD.Lab
（感覚体験デザイン研究所）代表

平野 尊治 （主任研究員）
阿部 雅世 vs 桐山 登士樹

⑥ 未来を描きニーズを探る
　　「C.D .HUB 未来研究会」

岡 雄一郎 （デザインディレクター）

⑤ 大学と企業をつなぐ
　　「とやまデザイン・トライアル」

吉田 絵美 （主任研究員）

④ 新ブランド展開へ
　　「富山デザインコンペティション」

窪 英明 （統括研究員）

③ 富山生まれの良品とは
　　「富山プロダクツ」

板野 雄太 （研究員）

② 入門機からプロ仕様まで
　　「新しくなったデザイン工房」

堂本 拓哉 （副主幹研究員）

1990年より、欧州を拠点に国際的なデザイン活動に従事し、建築、デザイン、素材研究、デザ
イン教育などの幅広い分野で国際デザイン賞を受賞。デザイン活動の傍ら、2000年より、感
覚体験を軸にした分野横断型の新しいデザイン教育プログラムの開発に携わり、ベルリン芸
術大学、エストニア芸術大学、ベルリン国際応用科学大学で教授職を歴任。世界各地の大学
で、感覚体験デザインのマスタークラスを展開するほか、プロや教員のためのマスタークラ
ス、各地のデザインセンターやデザイン美術館と協力して、青少年のためのデザインワーク
ショップを行っている。

　私自身は「感覚体験デザイン」というアプローチと、見えないものを

見えるものに変換し未来の暮らしを物語る「ストーリーテラー」とし

て、その役割を果たしていきたいと考えています。

　ひとつ富山に提案したいことがあります。それは世界の氷河の融解

が進んでいるように、立山の雪渓の消失も進んでいるのではないか。

その事実を、富山や世界の科学者が収集する科学的データをもとにデ

ザインで可視化し、大切な資源が消失しつつある危機を広く知らせて

いくことはできないか、というものです。世界の人 と々連携しながら、市

民が自分事として危機を共有し、それぞれの現場でソリューションを考

えていく、その糸口になるかもしれません。

阿部　同じ問題意識を共有する世界の人々とリアルタイムでつながる

ことで、解決の糸口を探っていける課題はいろいろあるだろうと思い

ます。市民レベルで解決策を分かち合う、その媒介としてデザインは役

割を果たしていけるのではないでしょうか。インターネットという「どこ

でもドア」というツールを使える時代だからこそできることでしょう。

見えないものを目に見えるものに変換して未来を物語るという一連の

作業が、これからの富山県総合デザインセンターが担える役割ではな

いかと思います。

桐山　世界で行われている社会とデザインをつなぐさまざまなプロ

ジェクトの事例をご紹介いただきました。また国際的なプロダクトデザ

イン賞であるレッド・ドットも、そのような評価軸を持っていることに

驚きました。改めて日本の周回遅れの現状を突き付けられたように思

います。私たちももっとオープンに、世界と活発にコミュニケーションし

ていく環境を作っていかなくてはならないと思いました。コロナを経験

する中、将来どのように我々は生きていくのかを考える時間はたくさん

あったと思います。それをアクションに移していくのが、これからの課

題。2050年を展望しながら、富山という足元からデザインの果たすべ

き役割を考えていきたいと思います。

ナイトフォーラム

建築途中にも関わらず、広く世界から注目を集めているプロジェクトが

あります。2022年、山口県宇部市にオープン予定のHouse & Restaurant

「maison owl」です。「1万年前からそこにあり、1万年後にもそこにあり

そうな建物」というオーナーシェフ平田基憲氏の想いを、建築家・石上純

也氏は「洞窟レストラン」というカタチに結晶させました。8年の歳月を

かけようやく完成へと向かうプロジェクトとは―― 平田氏をゲストに迎

え、お話しいただきました。

NIGHT FORUM

平田 基憲
maison owl オーナーシェフ

1975年生まれ、山口県宇部市出身。東京で料理の道

に目覚め27歳で帰郷し、「restaurant noel」を開業。

独学と研鑚を重ねる。「restaurant noel」は、18年続

くアットホームな雰囲気のフレンチレストラン。2009

年、2010年食べログ選出ベストレストラン。「ミシュラ

ンガイド」と並び、強い影響力を持つフランス発祥の

レストランガイド「ゴ・エ・ミヨ」にも掲載。「普遍的な

魅力のある料理を」というコンセプトのもと、フレン

チの古典を受け継ぎ、素材を丁寧に味わう食事を振

る舞う。建築家・石上純也設計の洞窟のようなレスト

ラン「maison owl」を、2022年夏に開業予定。

桐山 登士樹
県総合デザインセンター 所長

桐山　建築家・石上純也氏との出会いは？

平田　私が東京で料理を学んでいた当時、

石上氏が東京藝術大学の院生だったころ

からの友人です。彼のデビュー作となる極

限まで薄いテーブルは、私のレストランのた

めにつくってくれたものです。

桐山　プロジェクトの経緯を教えてください。

平田　私は山口県の宇部市でフレンチレス

トランを運営しています。新しい店舗用の

土地を入手し、そこで石上氏と一緒に始め

たのがこのプロジェクトです。宇部市は、観

光地でもなく風景がいいわけでもない工

業都市です。けれどもここに世界中から注

目を浴びるプロジェクトを立ち上げられな

いか。一緒に考えてほしい…ということで8

年前に始まりました。

桐山　なぜ洞窟だったのでしょうか？

平田　年齢が高くなるにつれ、古典的とい

うか普遍的なものに興味が湧いてきて、新

しくできるお店が普遍的なものであって欲

しいという思いがありました。石上氏から

当初、彼らしい繊細な線からなる提案を受

けたのですが、求めていたのはそういうも

のではなかった。もっとマッシブで「100年

前にもあり、100年後にもありそうなもの」

というイメージを伝えました。それから1ヶ

月、「事務所に来てくれ」ということで訪れ

た時、そこに洞窟の模型があったのです。

桐山　それから今日まで8年。しかもまだ

完成していない（笑）

平田　工法としては、深さ4ｍ程度の、洞窟

の壁や柱の部分となる穴を掘る。そこに鉄

筋をはめ込み、コンクリートを流し込み固

める。そして内部と周辺の土を取り除くと、

洞窟のような空間ができあがる。まず一次

設計から始まり、図面ができ、建築工事を

請け負ってくれるゼネコンを決定する。そ

の間、実験のために1トンもあるモックアッ

プを作ったり（笑）

桐山　よくわかります。私は彼と2回仕事し

たことがあるのですが、「実験してみないと

わからない」が口癖ですよね。で、進行中の

プロジェクトを石上氏がカルティエ美術館

で開催された個展で紹介し、それが世界的

な話題を呼ぶことになったのですね。

桐山　改めて聞きますが、なぜこんなレス

トランをつくろうと思ったのですか。

平田　大きいことを言えば、世界遺産にな

るといいな、と。皆さん世界遺産が好きだ

けれど、自分でつくろうとしない。20世紀

につくられたもので世界遺産になっている

ものは、建築が多いですよね。ル・コルビ

ジェ、オスカー・ニーマイヤー、ルイス・バラ

ガン…。石上氏とも本気で世界遺産になる

ぐらいのもの、100年後にも残るものをつ

くろう、と話していました。

桐山　石上氏が設計した洞窟は、岩盤をえ

ぐっていったような、もともと古代からあっ

たようなものに見えます。

平田　そうですね。この空間にいると1万

年前からここに住んでいるような気持にな

ります。

平田　プロジェクトは工法も含め手探りで

進めました。予定通りいかなくてすごく遅

れたのですが、思わぬ発見や施工してくだ

さる様々な人との出会いに恵まれました。

遅れたからこそ得られた何かがあったよう

に思います。

桐山　かつてはプロジェクト中の想定外の

ことってよくありましたね。脇道に逸れたり

思わぬ人が加わってきたり…だからこそ新

鮮なものが生まれたのかもしれません。

平田　平成になるとコンプライアンスとか

工期を守るとかの感覚が強くなり、予定通

り行かないことにすごくストレスを感じる

ようになっていった。けど予定通りいかな

いことで生まれる何かこそ、大事なんじゃ

ないかと思います。だからこそこうやって

桐山さんとも出会えたし、今日こういう場

をいただけたわけですから。

ma ison ow l
 ～ 百年後の世界遺産を目指して

GUEST SPEAKER

MODERATOR

［期日］ 2022年1月27日（木）　［会場］ D&DEPARTMENT TOYAMA

T a l k T a l k
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ポストコロナ時代への提言

エンディングトークデザインセンターの活動

「洞窟レストラン」というコンセプト

スタートから8年、世界的な話題に

想定外から見えるもの

1万年前からここにいるような
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6月～8月

9月16日

10月

11月11日～
2022年1月30日

集中募集期間

選定委員会の開催

富山プロダクツ選定証交付

富山プロダクツ2021
PRリーフレット発行

富山プロダクツ2021展
（D&DEPARTMENT TOYAMA）

富山県総合デザインセンターでは、富山県内で企画または

製造されている性能、品質及びデザイン性に優れた工業

製品を「富山プロダクツ」として認定する富山プロダクツ

選定事業を毎年開催。

富山ブランドとして国内外に情報発信し、企業の販路開

拓を支援しています。選定商品を生産・販売する企業に

は、商品の紹介パンフレット作成や、各種展示会への出品

について県が支援を行うほか、共通シンボルマークの使用

が認められます。

優れた富山ブランドとして今年度18点を選定

「ロストワックス精密鋳造」の薄く鋳造できる偏肉成
形技術で、高岡市の花である「カタクリ」を表現した
お香立て。

お香立て 
ifuki 「KATAKURI」

（有）中村製作所 「ロストワックス精密鋳造」の入り組んだ複雑な形状
を鋳造できる透かしの技術で、日本古来の格子模様
を現代のライフスタイルにも馴染むデザインで表現
したお香立て。

お香立て 
ifuki 「CAGE P」

（有）中村製作所

富山プロダクツ
products.toyamadesign.jp

選定商品はWEBサイトにて公開しています。

桐山 登士樹 

内田 和美
進藤 仁美
竹澤 敏光

日野 　利
茂木 新之助

岡 雄一郎 

令和3年度 富山プロダクツ選定商品 （順不同）

【 選定委員 】 【 スケジュール 】

●委員長

●委員

県総合デザインセンター 所長

表記数字は、選定番号です。

富山大学芸術文化学部 教授

D&DEPARTMENT TOYAMA 店長

（公財）富山県新世紀産業機構
中小企業支援センター センター長

高岡市デザイン・工芸センター 所長

（株）大和 商品企画本部商品部
マネージャー

県総合デザインセンター
デザインディレクター

3 5 9

「ロストワックス精密鋳造」の多種の金属を鋳造でき
る技術で、金属そのものの色味を活かした箸置き。

箸置き 
ifuki 「CLAMS」

（有）中村製作所

3 6 3

「ロストワックス精密鋳造」の伝統的な吹き分け鋳
造技術が生み出す模様で美しくデザインした花器。

箸置き 
ifuki 「WALTZ」

（有）中村製作所

3 6 5

県産スギ間伐材の高密度圧縮技術を活用した美し
い杢目が特徴のウクレレ。

ウクレレ 
クリプトメリアシリーズ
辻四郎ギター工房

3 6 6

自転車乗車時に膝が濡れにくいように三角マチを
装備したレインコート。

レインコート 
サイクルモードレインコート

（株）カジメイク

3 6 7

「久乗おりん」を使用したお部屋飾りとしての置き風
りん。

風りん 
かざりん

（株）山口久乗

3 7 0

故人を手元で偲ぶための、月をモチーフにした高岡
銅器製ミニ骨壺。

骨壺 
こころづき

（株）山口久乗

3 7 1

革しぼり（革の立体成型）で製作された、手に心地よ
く馴染む二つ折り財布。

財布 
colm Zip Wallet
colm design

3 7 4

ゆっくりと口元に運ばないとこぼれてしまう、上品
な所作を誘発してくれる酒器。

酒器 
錐（すい）

（株）駒井漆器製作所

3 7 5

身近な”住まい”に寄り添いながら、さりげなく個性
を主張できる屋外フェンス。

屋外フェンス 
「カタ―ゴ」ホームデザインシリーズ
（株）クリエイトダイス

3 7 6

故人を手元で偲ぶための、太陽系の惑星をモチーフ
にした高岡銅器製ミニ骨壺。

骨壺 
こころぼし

（株）山口久乗

3 7 2

和紙の軽さを活かし、エアコンなどの微風でもフワ
フワと揺れる、室内で気軽に楽しめるモビール。

モビール 
和紙鯉のぼりモビール 「爽々」

（有）桂樹舎

3 7 3

バックパックを背負ったまま着用することが可能
で、独自の回転フード構造によって着用時の安全性
を向上したレインコート。

レインコート 
バッグインコート

（株）カジメイク

3 6 83 6 0

「ロストワックス精密鋳造」の中空成形技術と金属
の厚みをコントロールする技術で、起き上がりこぼ
しのように自立するダンベル。

ダンベル 
ifuki 「MANTLE」

（有）中村製作所

3 6 2

「ロストワックス精密鋳造」の入り組んだ複雑な形状
を鋳造できる透かしの技術で、日本古来の格子模様
を現代のライフスタイルにも馴染むデザインで表現
したお香立て。

お香立て 
ifuki 「CAGE A」

（有）中村製作所

3 6 1

1つの刃に4つの機能（①うろこ落とし、②J刃、③R
刃、④波刃）をもった魚をさばくためにデザインされ
た包丁。NEXTの方は、魚のみならず肉や野菜、パン
なども使いやすい万能包丁。

包丁 
SAKAKNIFE
for kitchen／NEXT

（株）TAPP

3 6 9

「ロストワックス精密鋳造」の複数パーツをワックス
の段階で繋ぎ合わせ、複雑な形状を鋳造する技術と
伝統着色の技術を掛け合わせた花器。

花器 
ifuki 「POLAR」

（有）中村製作所

3 6 4

富山プロダクツ選定事業TOYAMA PRODUCTS
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デザインセミナーDESIGN SEMINAR

戦後～高度成長期に建てられた住宅やビル。老朽化が進むこれら建築物を再生させよ

うと、さまざまな計画が全国で始動しています。人口減、SDGｓ、COVID-19…など現代

を取り巻く環境変化の中、これからの建築と環境はどうあるべきか。どのようなリ

ニューアル／リノベーションが考えられるのか。二人の建築家が進めるプロジェクトを

もとに、建築と環境の再生、そして未来について考えました。

建築・再生・環境

「蓮町旧県職員住宅リノベーション」

「淺沼組名古屋支店リニューアル」

仲 俊治
建築家／
仲建築設計スタジオ
共同代表

川島 範久
建築家／
川島範久建築設計
事務所主宰

1976年京都府生まれ。2001年東京大学大学

院工学系研究科建築学専攻修了。山本理顕設

計工場勤務を経て、2009年仲建築設計スタ

ジオ設立。2009～11年横浜国立大学大学院

Y-GSA設計助手。2016年日本建築学会新人

賞受賞。主な作品に、『食堂付きアパート』、『五

本木の集合住宅』、『上総喜望の郷 おむかいさ

ん』など。主な著書に、『地域社会圏主義』（共著

LIXIL出版）、『脱住宅』（共著平凡社）『2つの循

環』（単著LIXIL出版）など。

1982年神奈川県生まれ。建築家。博士（工

学）。明治大学理工学部建築学科専任講師。東

京大学卒業、同大学大学院修士課程、博士課

程修了。日建設計勤務、UCバークレー客員研

究員、東京工業大学助教を経て現職。『NBF大

崎ビル（旧ソニーシティ大崎）』で日本建築学

会賞（作品）、『一宮のノコギリ屋根』でJIA環境

建築賞・大賞を受賞、博士論文『日本における

環境配慮型建築の設計プロセスに関する研

究』など。

［期日］ 2022年3月2日（水）　［会場］ 県総合デザインセンター バーチャルスタジオ

式でつくっていきました。照明・家具・内装・

エクステリアの設計・製作にあたっては、プ

ロのデザイナーが加わり、学校の先生方の

協力も得ながら進めました。富山の伝統工

芸の素材や団地の廃材なども材料として

採用。試作と本製作それぞれ1年間、合計2

年間をかけ、先輩から次の学年にバトン

タッチしながらの作業です。完成する建物

の中には工作ができるラボも設置。高校生

たちが継続的に関わりながら、今後必要な

ものがあれば自分たちで製作し付け加え

ていく、そんな教育的な場としても機能し

ていきます。

　私たちが大切にしたかったのは、グロー

バル化など世の中の大きな流れとは違っ

た、暮らしの中のランダムで小さな流れを

束ねていくこと。顔が見える商売や仕事な

ど、身近にある流れを方向付けその力にな

れるような建築でした。モノのデザインだ

けではなく、先輩の思いを後輩にバトン

タッチして継続していく、そのような時間

の流れもデザインする。そんな大切さもこ

のプロジェクトを通じ学ぶことができたよ

うに思います。

クロストーク 仲 俊治 × 川島 範久 × 桐山 登士樹

はじめに

　今日は「編む建築～『小さな流れ』を地

域社会に繋げる」をテーマにお話ししたい

と思います。

　ご紹介するプロジェクトの正式名は「富

山県創業支援センター／創業・移住促進住

宅」。「建築甲子園」で優勝した高校生たち

の夢を引き継ぐ形でお手伝いしています。

「編む建築」とは、既存の建物を縦糸とみな

しそこに横糸を通す、そのような建築操作

です。例えば団地の階段室を縦糸とみなす

と、既存のそれは横移動できない。そこで

界壁を開口し横糸を通すことで新たな空

間が生まれます。またリノベーション対象

となる3つの棟を縦糸だとすると、横糸と

して渡り廊下をつくり繋いでいく。そうやっ

て建物内部でも、エリア全体でも、自由に

移動できるようにしていこうと考えました。

　エリアの真ん中にはカフェがあり、それ

は高校生たちが参加しワークショップ形

　私は建築の勉強を始めたころ、伊東豊雄

さんの「せんだいメディアテーク」から強い

衝撃を受けました。空間体系もさることな

がらコンピュータシミュレーション技術の

活用、デザインとエンジニアリングの統合、

光や風、エネルギーの流れも建築の中に取

り込まれていることに感銘を受けたので

す。以来、環境と建築をどうやって統合して

いくのか、そこにシミュレーション技術をど

う活用するか、また地域の伝統的な建築の

「知」を掘り起こし今日に活かしていくこと、

これらが私の大きなテーマとなっています。

　ご紹介するのは築30年を経たオフィス

ビルを、環境配慮型のビルにリニューアル

するプ ロジェクト「 G O O D  C YC L E  

BUILDING 001」です。このプロジェクト

の狙いは「よい循環をもたらすオフィスへ

の再生」でした。ファサードの全面ガラスの

窓面をセットバックし吉野杉の列柱と植栽

によるベランダを創出。エントランスホー

ルやオフィス空間は、土壁や吉野杉などの

自然素材に改変しました。元の建物は20

世紀的な材料と工法でつくったもの。制御

はしやすいものの、光や風にアクセスでき

ず緑も少ないものでした。それを自然の光

と風、木・土・緑に包まれた空間に変えて

いったのです。

　土壁に用いたのは、工事で出てくる建設

残土。これをアップサイクルしたものを材

料としました。残土のふるい分けや土壁塗

りには、淺沼組の社員120人が参加。吉野

杉は徹底的に使い切ることを心がけ、端材

は家具に利用。他にもリニューアル工事で

出た石材のほか、廃プラスチックの利用も

積極的に進めました。

　このように土は建設残土を、木は持続可

能な管理をしている吉野杉を、家具などの

エレメントには工事から出てくる廃材やプ

ラスチックをアップサイクルした素材を用

い、それらを集合させ建築物をつくる。都市

における循環の中に建築を位置づける―

そのようなプロジェクトだったと言えるで

しょう。

桐山　仲さんのプロジェクトでは高校生が、川島さんの場合はクライアントの社員が、プ

ロセスに参加していたのが印象的でした。建築は誰のためにあるのかを考えるとき、頼ん

でつくってもらう受け身の関係ではなく、そこに参画していくことの重要性を感じました。

両プロジェクトともそうなのですが、特に川島さんの場合はサーキュラーエコノミー（循環

経済）を強く意識したものとなっています。しかし「新築のほうが安いんじゃないか？」と

いう意見もあると思いますが、その点はいかがですか？

川島　建築物の場合、構造体のコストは3割強を占めます。これがゼロとなるわけです。し

かし図面が残っていない場合は、壊してみないと分からない。耐震補強が必要な物件もあ

るなど、難易度は高くケースによって異なりますが、新築より経済的なメリットは大きいと

思います。

仲　私の場合は築50年でしたから、壁のコンクリートをコア抜きし分析確認するなど、や

はり手間はかかりました。炭素税やカーボンプライシングなどの動きの中で、新築の経済

負担は大きくなってくると思われます。古いものを生かす柔軟な知恵・デザインがますま

す必要な時代になっていくのではないでしょうか。

桐山　富山県は建材関係の企業も多く、お二人のようなプロジェクトに様々な形で参画

できるチャンスもあるのではないかと思います。

　戦後から高度成長期に建てた家が古くなり、核家族化で住宅の形態も変わってきている。そうし

た環境変化の中、これからの住宅はどうなるのかを考えていきたいと思います。

　今日お越しいただいた仲さんは現在、富山市蓮町にある築50年になる県職員住宅の再生プロ

ジェクトに関わっています。この団地については、地元の工業高校生たちが再生計画を考え、2017

年の「建築甲子園」で優勝しており、それを受ける形でのプロジェクトです。仲さんにはこの2年間の

プロジェクトについてお話しいただきたいと思います。

　もうひと方の川島さんはこの間、淺沼組（大阪）の名古屋支店の改修プロジェクトを手がけられま

した。築30年の建物のリノベーションです。今日はこのお二人にお話をお聞きしたいと思います。
GOOD CYCLE
BUILDING 001

「編む建築」という
コンセプト

大きな流れと小さな流れ

環境と建築デザインの統合

ケーススタディ　  川島 範久2

ケーススタディ　  仲 俊治1

富山県創業支援センター／創業・移住促進住宅

GOOD CYCLE BUILDING 001　photo by Jumpei Suzuki
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富山県商品開発研究会

新川・富山相談窓口の開設

デザインプロジェクト推進事業

デザイン講習会

ナイトフォーラム

商品開発

とやまデザイン・トライアルワークショップ

成果展示

成果発表会

報告書発行

プロジェクト会議

とやまD’DAYS 2021 「ポストコロナ時代への対応」

名称・日時 内容 備考【場所】

2021/9/14

2021/11/25

2022/3/3

2022/3/31

2021/4～
2022/3

2022/3/2

2022/1/27

2021/5～6

2021/9/16

2021/11/30
～12/1

2021/8/3
2021/9/16
2022/2/15

2022/2/22

2022/3/24

富山デザインコンペティション2021応募作品内覧会
（1次審査)

最終審査会・授賞式参加

とやまデザイン・トライアル成果発表会参加

設備説明会

企業の商品開発や、PR、各種情報にいたるまで、幅広くサポート。
「商品開発についてアドバイスしてほしい」「企業の魅力や商品を
効果的にPRしたい」「商品開発の補助事業を知りたい」といった
様々な要望をもつ県内企業、個人事業者の方を対象に個別相談に
応じるデザイン相談会を開催。

富山県内のデザイン開発支援策として、企業にデザイナーを派遣
し、デザインを軸に魅力ある商品開発プロジェクトを発起させ、県
内のデザイン開発を推進する。

　※デザインセミナーと共同開催
「建築・再生・環境」

第171回ナイトフォーラム

事業者訪問

事業者合同説明会

モデルツアー

第5回ブランド委員会
第6回ブランド委員会
第7回ブランド委員会

プレスプレビュー

メディア懇話会

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県総合デザインセンター クリエイティブサロン】

〈新川地区〉相談日時：毎月第1金曜日 13：30～16：30
【県魚津総合庁舎405会議室】
〈富山地区〉相談日時：毎月第2・4金曜日 13：30～16：30
【県民会館604会議室】

①支援企業：辻四郎ギター工房
　派遣企業／デザイナー：かなはら木工所／A-PLUS
②支援企業／台湾誠品百貨店出展企業：㈱能作、㈲モメンタムファクトリー・
　Orii、㈱天野漆器、㈱山口久乗、越中富山技のこわけ
③支援企業：㈲中村製作所
　デザイナー：コルムデザイン

講師：仲 俊治（建築家／仲建築設計スタジオ共同代表）
　　  川島 範久（建築家／川島範久建築設計事務所主宰）

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、オンライン】

講師：平田 基憲（meison owl オーナーシェフ）
【D&DEPARTMENT TOYAMA】

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン、オンライン】

モニター：夏至 ちはる（wondertrunk & co.）
　　　　 野崎 さおり（フリーライター）
　　　 　松永 裕美（㈱ハースト･デジタル･ジャパン 婦人画報＆
　　　　　　　　　美しいキモノ編集部）

【アロマセレクト、三郎丸蒸留所（若鶴酒造㈱）、勝興寺、
ヘルジアンウッド、㈱松井機業、リバーリトリート雅樂倶】

委員：廣田 尚子（ヒロタデザインスタジオ デザインディレクター）
 　 　梶川 貴子（㈱ウェルネス・アリーナ 代表取締役社長）
 　 　大森 渚（㈱オージュ・コンサルティング代表取締役）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン、オンライン】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、オンライン】
名誉委員長：新田 八朗
委員長：桐山 登士樹
委員：廣田 尚子（ヒロタデザインスタジオ デザインディレクター）
 　 　梶川 貴子（㈱ウェルネス・アリーナ 代表取締役社長）
 　 　大森 渚（㈱オージュ・コンサルティング代表取締役）

【国際文化会館 講堂（東京都港区）】

デ
ザ
イ
ン
開
発
支
援
事
業

1

デ
ザ
イ
ン
交
流
事
業

2

と
や
ま
の
お
土
産
新
ブ
ラ
ン
ド「
美
の
こ
わ
け
」創
出
事
業

3

名称・日時 内容 備考【場所】

2021/6/11～
8/3

2021/9/28～
30

2021/9/7～10

2022/3/1～
3/25

2022/3/3～4

2022/3/25

2021/8/4

2021/11/10

2022/3/17

2021/11/15

2021/10/16

いま、コロナ禍で靴下ができること。

アルミ材から削り出すジュエリーから机上のオーナメント

デザイン・トライアルインターンシップ（オンライン）

TOYAMA DESIGN TRIAL 2021展

とやまデザイン・トライアル成果発表会／企業訪問

TOYAMA DESIGN TRIAL 2021 ANNUAL REPORT

未来研究会 「アフターコロナの観光サービス」

未来研究会 「地域ブランディング、「成功」と「失敗」の分岐点」
※中部経済産業局「知財セミナー」とジョイント開催

未来研究会 「瞬間移動サービス「アバターイン」が描く未来」

対談「ポストコロナ時代を見据えて」

ポストコロナ時代への提言〈1〉
「進化思考で考える、富山の生存戦略」

ポストコロナ時代への提言〈2〉
「はじめよう！2022“ネイキッドライフ”」

ポストコロナ時代への提言〈3〉
「見えないものと生きてゆく時代に」

デザインセンターの活動報告
①VR検証にオンライン配信も「バーチャルスタジオ」
②入門機からプロ仕様まで「新しくなったデザイン工房」
③富山生まれの良品とは「富山プロダクツ」
④新ブランド展開へ「富山デザインコンペティション」
⑤大学と企業をつなぐ「とやまデザイン・トライアル」
⑥未来を描きニーズを探る「C.D.HUB 未来研究会」

企業：助野(株)
大学：富山大学芸術文化学部

【助野㈱、富山大学、三井アウトレットパーク北陸小矢部】

企業：㈱ウイン・ディー
大学：金沢美術工芸大学 工芸科

【㈱ウイン・ディー、㈱能作、県総合デザインセンター】

受入企業：㈱米三、三協立山㈱、三芝硝材㈱、㈱ジェック経営コンサルタ
ント、㈱富山とイート、㈱富山プレート、㈱二上、㈲松本魚問屋
参加大学：愛知県立芸術大学大学院（1名）、京都工芸繊維大学（1名）、滋
賀県立大学（4名）、多摩美術工芸大学（3名）、東京造形大学（1名）、東京
都立大学（1名）、富山大学（1名）、福井工業大学（3名）

【オンライン】

【県産業高度化センター 展示室、オンライン】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、オンライン】
【訪問先：㈱二上、㈲松本魚問屋、㈱富山とイート、富山県美術館】

ゲスト：幅 允考（ブックデザイナー）
【県総合デザインセンター
クリエイティブ・サロン】

ゲスト：北村 森（サイバー大学IT総合学部教授）
【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

ゲスト：深堀 昂（avatarin㈱ 代表取締役CEO）
【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、オンライン】
講師：阿部 雅世（Masaya Ave creation I SXD.Lab 代表）
　　：太刀川 英輔（NOSIGNER 代表／JIDA 理事長／進化思考家／
　　  デザインストラテジスト／慶應義塾大学 特別招聘准教授)
　　：藤原 大（デザイナー／DAIFUJIWARA DESIDN INC. 代表取締役）

講師：太刀川 英輔

講師：藤原 大

講師：阿部 雅世

平野 尊治（県総合デザインセンター 主任研究員）
堂本 拓哉（県総合デザインセンター 副主幹研究員）
板野 雄太（県総合デザインセンター 研究員）
窪 英明　（県総合デザインセンター 統括研究員）
吉田 絵美（県総合デザインセンター 主任研究員）
岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）
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募集

選定委員会

選定証交付

展示会

富山デザインブランド販路開拓事業

デザインセミナー

デザインウエーブ開催委員会

富山デザインコンペティション2021

富山デザインウエーブデザイン展

関連イベント

報告書発行

商品流通支援活動

機関誌の発行

デザイン雑誌情報

インターンシップ

農商工連携推進事業

きらめきエンジニア事業

名称・日時 内容 備考【場所】

2021/10/21

2021/12/16

2022/2/17

2022/3/14

2021/6/4～
8/31

（集中募集）

2021/9/16

2021/10/1

2021/10/28
～30

2021/11/11～
2022/1/30

2021/4～
2022/3

2021/3/31

2022/3/2

参加企業：㈲苗加製作所
第１回「“強み”の抽出」（企業視察、ディスカッション） 

第2回「“強み”の抽出」（ディスカッション）

第3回「“強み”の魅せ方・使い方」（ディスカッション）

第4回総括、R4に向けた事業展開のディスカッション

県内で企画、製造される品質やデザイン性に優れた工業製品の
認定制度「富山プロダクツ」の公募

応募16社29点された商品の中から9社18点を「富山プロダクツ」
として選定

富山県知事より選定証を交付

T-Messe 富山県ものづくり総合見本市2021出展

「富山プロダクツ2021展」

富山プロダクツ常設展

富山プロダクツ選定企業紹介映像制作

　※デザイン講習会と
　　共同開催

「建築・再生・環境」

講師：羽田 成宏（ビジネスデザイナー）
【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

講師：羽田 成宏（ビジネスデザイナー）
　　 小出 直史（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ
　　　　　　　特任准教授）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

講師：羽田 成宏（ビジネスデザイナー）
　　 小出 直史（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ
　　　　　　　特任准教授）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン】

委員長：桐山 登士樹（県総合デザイセンター 所長）
選定委員：内田 和美（富山大学芸術文化学部教授）、
進藤 仁美（D&DEPARTMENT TOYAMA 店長）、
竹澤 敏光（（公財）富山県新世紀産業機構  中小企業支援センター長）、
日野 利（高岡市デザイン・工芸センター所長）、
茂木 新之助（㈱ 大和 商品企画本部 マネージャー）、
岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【県総合デザインセンター クリエイティブ・サロン、オンライン】

選定企業：㈱カジメイク、㈱クリエイトダイス、㈲桂樹舎、㈱駒井漆器製作
所、colm design、㈱TAPP、辻四郎ギター工房、㈲中村製作所、㈱山口久乗

【バーチャル展示】

【D＆DEPARTMENT TOYAMA】

【県産業高度化センター 展示室】

講師：仲 俊治（建築家／仲建築設計スタジオ共同代表）
　 　川島 範久（建築家／川島範久建築設計事務所主宰）

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、オンライン】
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名称・日時 内容 備考【場所】

2021/5/14

2021/6/18～
8/31

2021/8/17

2021/9/14

2021/9～11

2021/11/25

2021/12/14～
20

2021/10/9～
11/22

2022/3/11

2021/12～

2022/3/25

2021/4/1～
2022/3/31

2021/6/30～7/2

2021/8/6,13,27

2021/8/11,18

2021/8/25

2021/12/9

2020年度報告と2021年度事業計画案の承認

作品募集
テーマA：音のあるくらし／㈱小泉製作所
テーマB：料理を楽しむ／北陸アルミニウム㈱
テーマC：香りを拡げる／前田薬品工業㈱

デザインメンターの事前企業訪問

1次審査
応募作品から9点のファイナリスト作品と、
12点の入賞作品の選出

デザインメンタリング
ファイナリストのテーマ企業視察及び個別メンタリングを複数回
開催

最終審査・授賞式
ファイナリスト作品9作品から受賞作品の選出及び授賞式

「富山デザインコンペティション2021」
企画展「TOYAMA PRODUCTS 2021」

富山デザインフェア2021
工芸都市高岡2021クラフト展
市場街2021
第61回富山県デザイン展

toyama design wave 2021

富山デザインコンペティション2021テーマ企業と協力しながら、
受賞作品や提案作品の商品化、プロジェクト化を推進

offer vol.49　令和3年度事業報告

日経デザイン、AXIS、confort、ELLE DÉCOR、Casa BRUTUSな
どのデザイン誌を整備し、デザインセンターライブラリーなどで
閲覧するなどの情報提供を行う

富山県総合デザインセンター及び高岡市デザイン・工芸セン
ター、㈱能作が連携し、展示室のPR強化に向けた企画・工法・展
示室への誘客を図り、県内企業のデザインの取り組みに関する情
報発信を強化し、産業観光の振興を図る

県立高岡工芸高等学校 生徒5名 受入

デザイン活用実践講座・相談会

デジタル撮影スタジオ活用講座・相談会

バーチャルスタジオ体験セミナー・相談会

「3Dデータと3Dプリント」

【県民会館 701号室】

審査員：秋山 かおり（デザイナー／STUDIO BYCOLOR 代表）
　　　  吉泉 聡（デザイナー／TAKT PROJECT Inc.代表）
　　　  桐山 登士樹（県総合デザインセンター 所長）
進　行：岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

各テーマ企業の指定場所

【オンライン】 

デザインメンター：有田 行男（富山大学芸術文化学部 准教授）
　　　　　　　　河崎 圭吾（金沢美術工芸大学 美術工芸学部 教授）
　　　　　　　　岡 雄一郎（県総合デザインセンター デザインディレクター）

【テーマ企業、オンライン】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ、
クリエイティブ・サロン、オンライン】

【イオンモール高岡 東館
イオンホール】

【富山市中心市街地、オンライン配信】

【県総合デザインセンター】

【県民会館604会議室、県魚津総合庁舎405会議室】

【県総合デザインセンター デジタル撮影室、クリエイティブサロン】

【県総合デザインセンター バーチャルスタジオ】

【県立富山北部高等学校】
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土地と人の力で育った、富山プロダクツ


